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説明内容

1

１．2020年３⽉期第２四半期の業績説明
 連結業績
 セグメント別売上⾼
 連結貸借対照表
 連結キャッシュ・フロー

２．2020年３⽉期通期の業績予想修正
 通期業績予想の修正
 連結業績推移
 セグメント別売上⾼
 第２四半期の進捗率（通期業績予想修正後）

ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.



連結業績ハイライト
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 売上⾼は前年同期⽐+4.1 %の38,912百万円、営業利益率4.0%・営業利益1,562百万円で着地
 ＰＥＴボトル⽤プリフォームが主要ユーザー向けの出荷を⼤きく伸ばしたことなどにより⼤幅増収
 エネルギー価格の上昇によりコスト増となったものの、売上⾼の増加に伴う増益効果などにより営業利益及び

経常利益ともに増益
 前期に亞徳利玻璃（珠海）有限公司が清算結了したことにより同社に対する出資⾦が課税所得計算上

損⾦処理されたため、前第２四半期連結累計期間の税⾦費⽤が減少し、親会社株主に帰属する当期
純利益は減益

項⽬ 2018/3⽉期
2Q累計実績

2019/3⽉期
2Q累計実績

2020/3⽉期
2Q累計実績

前年同期⽐ ⼀昨年同期⽐

増減 増減率 増減 増減率

売上⾼ 37,056 37,389 38,912 1,523 4.1% 1,856 5.0%

営業利益 1,771 1,470 1,562 91 6.2% ▲209 ▲11.8%

営業利益率 4.8％ 3.9% 4.0% － 0.1% － ▲0.8%

経常利益 1,560 1,361 1,442 81 6.0% ▲117 ▲7.5%

当期純利益 ※ 1,488 1,366 979 ▲387 ▲28.3% ▲509 ▲34.2%

※ 親会社株主に帰属する当期純利益

（単位：百万円）
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連結業績
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1,562

+376
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連結業績推移
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ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.

（単位：百万円）



セグメント別売上⾼
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売上⾼8,106百万円（前年同期⽐5.3％減）

 リターナブルびんやビールびんの出荷が⼤きく減少
 焼酎びんや清酒びんの需要が落ち込み出荷が伸び悩む

売上⾼7,101百万円（前年同期⽐5.4％減）

 ガラス⾷器は、⼀般市場向けの販売は堅調に推
移したものの、ビールメーカー向けの業務⽤品や
景品の受注が落ち込む

 陶磁器は、国内のホテル・レストラン及び百貨店
向けの受注が減少

ガラスびん関連事業

ハウスウェア関連事業

ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.



セグメント別売上⾼
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プラスチック容器関連事業

売上⾼3,902百万円（前年同期⽐1.9％増）

 主要ユーザーへの拡販により受注が増加
 原材料や物流コストの上昇に伴う販売価格是

正もあり売上⾼が増加

売上⾼17,121百万円（前年同期⽐18.0％増）

 ＰＥＴボトル⽤プリフォームが堅調な需要を背景に主要
ユーザーからの受注が増加

 当期から本格的に⽣産を開始した新ラインの稼働により出
荷総量が増加

紙容器関連事業

ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.



セグメント別売上⾼
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売上⾼1,897百万円（前年同期⽐8.5％減）

 抗菌剤は、海外市場において販路を拡⼤してい
るものの、国内及び中国向けの売上⾼が減少

 ⾦属キャップは医薬品向けの出荷が伸び悩む

売上⾼782百万円（前年同期⽐13.2％減）

 ガスコンロ⽤トッププレートの受注は増加したものの、ＩＨ
クッキングヒーター⽤トッププレートの受注が減少

産業器材関連事業

その他事業
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連結貸借対照表
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流動資産 34,662（前期末⽐▲479）

その他▲1,626（未収⾦▲1,814）、現⾦及び預⾦
▲526、受取⼿形及び売掛⾦＋1,122、商品及び製品
+337

流動負債 27,387（前期末⽐＋3,611）

短期借⼊⾦+2,321、⽀払⼿形及び買掛⾦+1,199、
１年内償還予定の社債+878、その他▲1,036（未払
⾦▲1,838）

固定資産 45,017（前期末⽐▲835）

投資有価証券▲577、有形固定資産▲453

固定負債 24,498（前期末⽐▲5,327）

社債▲1,308、⻑期借⼊⾦▲4,165
繰延資産185（前期末⽐▲20）

社債発⾏費の減少

純資産27,979（前期末⽐+382）

利益剰余⾦+707、その他有価証券評価差額⾦▲350
総資産合計

79,865（前期末⽐▲1,334）
負債及び純資産合計

79,865（前期末⽐▲1,334）

（単位：百万円）

⾃⼰資本⽐率31.3％（前期末⽐+0.9％）
〜トピックス〜
 プラスチック容器関連の新ライン稼働により売上⾼が⼤幅に伸張したことに伴い、運転資本（受取⼿形及び

売掛⾦並びに⽀払⼿形及び買掛⾦）が増加
 上記設備投資に伴うリースバックが期限を迎えたことにより、未収⾦及び未払⾦がそれぞれ減少

ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.

連結貸借対照表の主な変動要因



連結キャッシュ・フロー

9

（単位：百万円）項⽬ 2019/3⽉期
2Q累計

2020/3⽉期
2Q累計 増減

営業活動によるCF
税⾦等調整前当期純利益
減価償却費
運転資本の増減額（△は増加）※
その他

4,630
1,499
2,076
1,227
▲173

3,784
1,555
2,172
▲509

565

▲845
56
96

▲1,737
738

投資活動によるCF
有形固定資産の取得による⽀出
その他

▲1,638
▲1,661

22

▲3,978
▲3,514

▲463

▲2,339
▲1,853

▲486
財務活動によるCF

短期借⼊の増減額（△は減少）
⻑期借⼊・社債の発⾏による収⼊
⻑期借⼊の返済・社債の償還による⽀出
セール・アンド・リースバック取引による収⼊
リース債務の返済による⽀出
その他

▲6,914
▲5,000

1,408
▲2,712

－
▲422
▲187

▲711
▲375

－
▲1,900

2,535
▲665
▲306

6,203
4,625

▲1,408
812

2,535
▲242
▲118

現⾦及び現⾦同等物 2,803 2,612 ▲190

※ 売上債権の増減額、たな卸資産の増減額及び仕⼊債務の増減額の合計

〜トピックス〜
 プラスチック容器関連の売上⾼増加に伴い運転資本が増加し、営業活動によるCFは前年度同期⽐▲845
 有形固定資産の取得による⽀出が増加、セール・アンド・リースバック取引による収⼊が発⽣（詳細はP.8）

ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.



説明内容
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１．2020年３⽉期第２四半期の業績説明
 連結業績
 セグメント別売上⾼
 連結貸借対照表
 連結キャッシュ・フロー

２．2020年３⽉期通期の業績予想修正
 通期業績予想の修正
 連結業績推移
 セグメント別売上⾼
 第２四半期の進捗率（通期業績予想修正後）
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通期業績予想の修正
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項⽬ 当初業績予想 修正業績予想 増減 増減率 2019/3⽉期
実績

修正業績予想⽐
増減 増減率

売上⾼ 77,000 75,000 ▲2,000 ▲2.6% 71,186 3,813 5.4%

営業利益 3,000 2,500 ▲500 ▲16.7% 2,355 144 6.1%

営業利益率 3.9％ 3.3％ － ▲0.6% 3.3% － －

経常利益 2,900 2,300 ▲600 ▲20.7% 2,144 155 7.3%

当期純利益 ※ 1,900 1,500 ▲400 ▲21.1% 1,488 11 0.8%

配当⾦（円） 普通配当 48 普通配当 48 配当予想は修正せず 普通配当 45
記念配当 20 － －

（単位：百万円）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益

 売上⾼及び各利益ともに当初予想を下回る⾒通し
 売上⾼は紙容器関連は当初予想より増収を⾒込むものの、ガラスびん関連がびんの総需要が予想より⼤きく

落ち込むことに加え、価格是正が当初予定より遅れたことなどにより、全体で当初予想を下回る⾒通し
 上述の減収の影響により、各利益とも当初予想を下回る⾒通し

 なお、売上⾼及び各利益ともに前期実績は上回る⾒通し

ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.



連結業績推移
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ISHIZUKA GLASS Co., Ltd.

（単位：百万円）

（注）2019/3⽉期に鳴海製陶株式会社及び三重ナルミ株式会社は決算期を２⽉末から12⽉末に変更しているため、両社は10か⽉の変則決算です。



セグメント別売上⾼
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(+0.1%)
(▲0.3%)
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（修正予想）

ガラスびん関連 ハウスウェア関連
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77,000

▲800

+200

（単位：百万円）（単位：百万円）

（）構成⽐前期増減率

(▲1.4%)

(▲1.8%)

(▲0.2%)

(+3.5%)



第２四半期の進捗率（通期業績予想修正後）
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本資料についての留意事項
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 本資料は⾦融商品取引法上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正
確性、完全性を保証するものではありません。

 本資料に記載されている将来の予測等は現時点で⼊⼿された情報に基づくも
のであり、市況、競業状況等、多くの不確実な要因による影響を受けます。

 本資料のみに依拠して投資判断されますことはお控えくださいますようお願いし
ます。

 本資料利⽤の結果⽣じた、いかなる損害についても、当社は⼀切責任を負い
ません。

 本資料に関する著作権、商標権その他すべての知的財産権は、当社に帰属
します。
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